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抱抱    負負  

  

財財務務経経理理部部副副部部長長  大大戸戸  孝孝男男  

  

平成２１－２２年度は監事という立場で財務経理部と外部より接しておりましたが、昨

年度より財務経理部に選任され、その内部において活動することとなりました。そこで私

が基本的なことに気づいていなかったことを知ることになりました。それは「会費」の徴

収方法であります。  

当然、会費がなければ会務運営にも支障をきたすことになりますが、幸いにも本会にお

きましては、会員の皆様のご理解とご協力によりスムーズな会費徴収作業が継続しており

ます。 

然るに、私は会費の徴収方法の現状はどの様になっているのかを把握しておりませんで

した。そこで会費徴収のデータを事務局より提示していただきましたところ、下記のよう

な内訳となっておりました。 

 

平成２４年８月３１日現在の会員数 ７９２名（２法人を含む） 

Ｔ―ＮＥＴ      引落３６９名 

足利銀行     直接引落１６４名 

栃木銀行     直接引落 ６５名 

ゆうちょ     直接引落 １０名 

払込用紙での支払     １８４名 

 

財務経理部としましては、この中でもＴ―ＮＥＴによる回収を促進しております。その

理由としまして、回収確認の事務処理が容易となり事務の合理化を図ることが出来、その

結果として会員各位への信頼性の向上にも結びつくものと思われるからであります。 

（私事ではありますが平成２２年１月７日にＴ―ＮＥＴに切り替えました。） 

今後は会員の皆様のうち一人でも多くの会員の方々にＴ－ＮＥＴに切り替えていただ

けるような方策を検討していきたいと思いますので御協力をよろしくお願いいたします。

最後になりましたが、我々を取巻く経済環境は、長引く円高基調、欧州問題等自国だけ

では解決できない局面に晒されております。このような時にこそ行政書士であればこそ成

し得る事象が山積していると思います。されど今は財務経理部副部長として、「会費の徴

収方法」というまずは足元を固めることから努力していきたいと思いますので会員の皆様

のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 
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２０１２年８月２３日、株式会社日本政策金融

公庫（以下、日本公庫）の宇都宮支店及び佐野支

店と本会との間で、相互の専門性を活かして中小

企業者及び農林水産業者（以下、中小企業者等）

の活動を連携して支援するため「中小企業等支援

に関する覚書」を締結しました。 

当日は、日本公庫・宇都宮支店の会議室におい

て調印式が行われ、日本公庫の宇都宮支店から、

鎌倉浩二支店長兼国民生活事業統轄、鈴木裕介農

林水産事業統轄、内田裕彦中小企業事業統轄、稲

田満国民生活事業融資第二課長、日本公庫・佐野

支店の河原清支店長兼国民生活事業統轄ら５名が

参加し、本会からは、須永威会長、小林幸雄副会

長、鈴木康夫業務部長、業務部第３グループ（中

小企業支援関係業務）の久我臣仁理事、青木裕一

理事で臨み、覚書を交わしました。 

この覚書の狙いは、日本公庫の宇都宮支店・佐

野支店と本会が中小企業者等の経営の安定及び経

営基盤の強化を目的とした支援に連携して取り組

み、地域経済の活性化を促進することを通じてお

互いの協力関係を構築していくことにあります。

覚書では相互に連携する内容として、中小企業等

への融資や許認可等に関する行政書士の専門的業

務についての情報提供、研修等へ相互に講師を派

遣すること、地域における経済情報や動向等に関

する実践的な情報交換、個別企業からの相談への

対応、その他中小企業等の支援に寄与する事項が

挙げられています。 

調印式の席では、冒頭に日本公庫の鎌倉浩二支

店長、河原清支店長と本会の須永威会長による挨

拶において相互の連携に対する期待が語られた後、

お互いの業務の概要についての説明が行われてか

ら、日本公庫の各支店長と本会の会長が覚書を交

換しました。 

その後、これからの具体的な計画として、日本

公庫と行政書士の双方の業務をより深く理解する

ための研修会を開催すること、日本公庫で行われ

ている新規開業相談会に行政書士を相談員として

活用すること、日本公庫から融資を受ける際に許

認可等が関係する場合は必要に応じて本会の行政

書士を紹介すること、本会の行政書士の関与先が

日本公庫へ融資の申込希望がある場合は「申込紹

介状」を利用して関与先を日本公庫へ紹介するこ 

 

 

 

 

と、地域に密着した中小企業等の支援体制の構築

など相互連携の強化に向けた検討が行われました。 

今後、栃木県の中小企業等の発展と地域経済の

元気アップに向けて日本公庫と本会が連携してい

くことを相互に確認して、最後に報道機関等から

の写真撮影を経て調印式を終えました。 

今回の調印を契機に、日本公庫と本会とが連携

して中小企業等のより円滑な経営を支援するため

の態勢づくりに向けて、中小企業等を支援するエ

キスパートとして行政書士が貢献・活躍する機会

がさらに増え、中小企業等の支援体制の強化につ

ながることが期待されます。 

なお、本会のＷｅｂサイトの会員専用ページに

覚書の内容などが掲載されています。 

（業務第３ＧＬ 青木 裕一） 

 

栃木県行政書士会 

日日 本本 政政 策策 金金 融融 公公 庫庫 のの 宇宇 都都 宮宮 ・・ 佐佐 野野 両両 支支 店店 とと

「「 中中 小小 企企 業業 等等 支支 援援 にに 関関 すす るる 覚覚 書書 」」 をを 締締 結結

八
月
十
日
付 

日
本
経
済
新
聞 

八
月
二
十
四
日
付 

下
野
新
聞 



－3－ 

 
 
平成２４年度から業務部組織再編により、各グ

ループが会議・各種研修会・県との業務連絡会の

開催等を活発に行って来ているところであります。

第２グループでは、土地利用・環境等のグループ

主催研修会のほか、県の担当部署に講師をお願い

した研修会を計画しています。改正点など最新の

情報を得て、各種許認可申請の書類作成から許可

までの手続きがスムーズに行われ、会員の知識向

上や収入増につながるものと考えます。 

 ７月４日の栃木県県土整備部の「建設業許可申

請研修会」に続き、第２弾として栃木県環境森林

部による「森林法」と「産業廃棄物」２分野にお

ける研修会が８月２８日に栃木県行政書士会会館

２Ｆにて開催されました。 

 鈴木部長の開会・須永会長の挨拶後、「森林法

に係る許可・届出について」の内容を栃木県環境

森林部森林整備課森林保全担当課長補佐 穐野 

勲様よりご講義いただきました。国の「全国森林

計画」から『地域森林計画』がたてられ、森林法

第５条で規定する許可・届出が必要な対象森林（通

称「５条森林」）は、栃木県内の山林で現在９５％

が該当するそうです。よって、森林法改正（平成

２４年４月から施行）により「森林の土地の売買・

相続・贈与等による届出」が必要（国土法によっ

て届出の場合は不要）となり、今後の取扱い件数

の増加が予想されます。また、立木の伐採にとも

なう届出や林地開発許可制度の概要・保安林にお

いての県知事許可が必要となる制限手続きをわか

り易く説明していただきました。 

 休憩後は、「廃棄物処理法の概念及び産業廃棄

物収集運搬業の許可申請について」の内容を栃木

県環境森林部廃棄物対策課産業廃棄物対策室指導

監視チーム副主幹 中里浩一様、同主査 池本賢

司様よりご講義していただきました。廃棄物の基

本的区分・産業廃棄物の種類・廃棄物の区分から 

 

 

始まり、①産業廃棄物収集運搬業②産業廃棄物処

分業③特別管理産業廃棄物収集運搬業④特別管理

産業廃棄物処理業の各許可や平成２３年４月より

改正された産業廃棄物収集運搬業（積替えなし）

及び特別管理産業廃棄物収集運搬業（積替えなし）

の許可合理化についての経過措置や許可申請の間

違い易い所などをていねいにご説明いただきまし

た。研修会の終わりに受講者３０名の中から、熱

心な質問がありました。時間の関係上、途中で打

ち切りとさせていただきましたが、後日、ＦＡＸ

などで寄せられた質問に回答していただくという

ことになりました。 

 研修会後、県の各講師の方々と須永会長・鈴木

業務部長・稲葉業務副部長・業務部第２Ｇ山本・

秋葉・金敷専門部員の参加による業務連絡会が開

催され、業務に関する他県の許可申請の違いなど

双方の意見の交換が行われました。そして、大変

に有意義な時間が持てた事に感謝を申し上げ、今

後も継続的にご協力をお願いし閉会となりました。 

 第２グループでは、今後も第３・４弾として農

地法と都市計画法の研修会を予定しております。

県・市町などと連携を図ることで、地域住民の意

向を踏まえ、会員一人一人の質の向上や業務遂行

の円滑化が促進されるものと期待いたします。 

（業務第２ＧＬ 山本 護） 

 

 

森森林林法法おおよよびび産産業業廃廃棄棄物物収収集集運運搬搬許許可可申申請請手手続続ききににつついいててのの研研修修会会  



 

－4－ 

今今 月月 のの 表表 紙紙 ：： 那那 珂珂 川川 のの 紅紅 葉葉   

観光ヤナ 

山あげ祭 

八溝そば街道そばまつり 

 
 
 
 
那須烏山市は、那珂川水系と八溝山系の豊かな自然、そして、先祖から伝えられてきた数多くの文

化遺産が自慢のまちです。県都宇都宮市から、主要地方道宇都宮那須烏山線で東に３０ｋｍ、情緒豊

かなローカル線「烏山線」で約５０分の位置にあります。これら自然環境から特産品、文化遺産まで、

数多くの自慢の中から選りすぐって紹介します。 
■那珂川で遊び、食を堪能 

 那須烏山市を貫流する那珂川と荒川は、いずれも

関東随一の清流として有名で、アユ釣りやリバース

ポーツのメッカです。６月のアユ釣り解禁からは、

関東一円の太公望でにぎわい、好天に恵まれた日は、

カヌーやカヤックを楽しむ姿が、数多く見られます。 
 また、７月中旬から１０月にかけて、川面の涼風

を受けながら炉端でアユの塩焼きや川魚料理を楽し

めるのが「観光ヤナ」です。ヤナ漁は、大きな青竹

の上に細かく割った竹で編んだスダレを川に仕掛け、

落ちてくるアユやウナギを採る昔ながらの漁法で、

全国的に有名な那珂川水系の夏の風物詩です。 
 

■山あげ祭、いかんべ祭、タウンイルミネーション 
 那須烏山市には、国指定４件、県指定１６件、市

指定１４７件の指定文化財があり、１６件の近代化

遺産があります。このうち、国指定重要無形民俗文

化財「山あげ祭」は、日本一の野外歌舞伎が見もの

で、７月第４土曜日を中心に３日間、旧烏山市街地

で繰り広げられます。踊り娘が常磐津の伴奏に合わ

せて披露する舞のほか、道路上１００ｍにわたって

据えられる舞台背景の大山、中山、前山の「はりか

山」は一見の価値があります。 
また、８月中旬には市民主役の「いかんべ祭」が、

保健福祉センター駐車場で開催されます。「天空の光、伝統の響き、創造の力」をテーマに、華やか

な歌やダンス、物産販売、仮装パレード、記念花火大会など盛りだくさんの催しが繰り広げられます。 
さらに１２月から１ヶ月間、「タウンイルミネーション」が、南那須庁舎前公園で開かれます。手

作りのオブジェや仕掛けを施した大規模なイルミネーションが圧巻で、遠方からもたくさんの家族連

れが訪れます。 
 

■八溝そば街道 
八溝山系の豊かな水と寒暖の激しい気候が、良質のソ

バを生み、市内には美味しいソバを提供する「隠れた名

店」が数多く見られます。平成２０年には、「八溝そば

街道」を立ち上げ、１１のソバ店が自慢のソバを提供し

ています。５月には、全国的に高名なソバ打ち名人を招

いた「八溝そば街道そばまつり」を開催しており、自慢

のソバや地元産の新鮮な農産物など、那須烏山市の豊か

な食を２万人あまりが堪能しました。 

 わがまち自慢    —那須烏山市—   
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今月の「おじゃましま～す！」は、栃木支部の 

永島先生の事務所を訪問しました。 
先生の事務所は、三毳山の南麓で緑が多く、自 

然豊かな場所にあります。 

 
氏 名：永島 正志（ながしま ただし） 
事務所：行政書士永島正志法務事務所 

栃木市藤岡町大田和５８３－３ 
入会日 平成１５年４月１１日 
 
入会の動機は？  
「２０代の頃、ただ日々を漠然と過ごしていた状 
況に危機感と焦りを感じ、何か将来のために行動 
を起こさなければとの思いから資格取得のための 
勉強を決意しました。 
 また、当時同世代の親類が資格の勉強をしてい 
たことも影響して、「士業」に興味を抱きました」 
 
専業ですか兼業ですか？ 
「社会保険労務士との兼業です」 
 
主な業務は？ 
「建設業、入管業務、相続などです」  
 
モットーは？ 
「依頼者の立場に立って、最大限のサービスを提 
供する」ことです。我々は国から国家資格を付与 
され、その資格に基づいて仕事をしている訳です 
が、依頼者からの「依頼」があって初めて存在意 
義があると思っています。自分に依頼して下さっ 
た依頼者の「思い」を大事にしながら、業務を遂 
行していきたいと考えています」 
 
 

 
行政書士になって良かったことは？ 
「色々な方との出会いです。同業、他士業の先輩、

仲間、政治家の先生方、行政機関の職員、商工会

やロータリークラブの仲間、そして様々な依頼者。

どの出会いも自分にとって大きな糧となりまし

た」 
 
苦労していることは？ 
「決まった休み等がなく、また、時期によっては 
業務が集中するため、曜日や時間の感覚が大きく 
ずれてしまうことです」 
 
趣味・特技は？  
「基本的に趣味・特技等はありませんが、強いて 
言えば、全く上達しないゴルフでしょうか。始め 
て７～８年になりますが、メンバーは主にロータ 
リークラブの仲間です」 
 
今後の抱負は？ 
「これまで本会において、総務部、業務部（国際 
業務）、綱紀委員等、様々な会務に関わらせていた 
だき、その一つ一つが今の自分の大きな財産にな 
っています。本会の先輩方や仲間、事務局に感謝 
しつつ、今後も本会や行政書士制度発展のために 
お役に立ちたいと考えています。また、日頃我  々
（士業）が行政に協力する場面も少なくありませ 
んが、これは、我々士業が行政に何もかも従わな 
ければならないということではなく、法律実務家 
として、依頼者の権利を擁護し、法の範囲で行政 
が適正に機能しているかをチェックすることも職 
責の一環と考えています。業務に関する研究はも 
とより、こうした士業としての立ち位置、存在意 
義等も心に留め、業務に鋭意精進していきたいと 
考えています」 
 
永島会員は、本会において多くの会務に携わっ

てこられました。また誌面の都合上割愛させてい

ただきましたが、今後の抱負については熱い思い

を持っていらっしゃいます。今後のご活躍を期待

しております。今回は大変お忙しい中、快くイン

タビューに応じていただき、ありがとうございま

した。 
（支局長 白石博章） 

 

おじゃましま～す！ おじゃましま～す！ 会員事務所訪問コーナー 
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１０月６日（土）・７日（日）に国指定重要無

形民俗文化財である「鹿沼ぶっつけ秋祭り」が、

今宮神社及び鹿沼市街地において開催されます。

初日（土曜日）の午後１２時３０分頃、各町内か

ら２５台の彫刻屋台が今宮神社の境内へ集まる

「繰り込み」を行い、午後５時３０分頃には、彫

刻屋台の提灯に灯りがともされ自分の町内へと戻

る「繰り出し」が行われます。２日目（日曜日）

は、午前１１時頃から午後１時頃まで、「マーチン

グバンド」や「みこし」等の市民パレードが行わ

れた後、午後２時頃から午後６時頃まで、２５台

の彫刻屋台が一斉に古峯原宮通り（通称お祭りロ

ード）をパレードします。見所は彫刻屋台（３台

～７台）が交差点で披露する「ぶっつけ」と呼ば

れるお囃子の競演で、その激しいお囃子の競演は

圧巻です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 この祭りの始まりは、戦国の世が過ぎ、一時荒 
廃していた鹿沼宿が慶長１３年（１６０８年）３ 
月、今宮神社の再建を機に復興が始まり、この年 
の日照り続きの大旱魃から、氏子や近郷の人々が 
今宮神社に集まり雨乞いの祭りを三日三晩続けた 
結果、霊験あらたかに激しい雷雨がおこった為、 
雨のあがった６月１９日（旧暦）を宵祭り、翌  
２０日を例祭とすることになったといわれていま

す。今宮神社の例祭日は、明治に入り新暦７月 
２０日、大正に９月１０日、昭和２３年から市制

施行日にあわせて１０月１０日と推移しましたが 
平成９年から１０月体育の日前の土曜日を宵祭り 
続く日曜日を例祭日としました。最初は簡単な「踊

り屋台」で各町内が踊りと狂言を競い合い奉納し

たものでしたが、文政の改革（１８２７年）天保

の改革（１８４１年）にて、華美な風俗が禁止さ

れると、各町内は競って屋台の全面を彫刻で飾る 
 

 
ようになり、江戸末期には、彫刻屋台が主流にな

り、祭りの見せ場は今宮神社への屋台の繰り込み

と繰り出しになりました。神輿巡幸は、明治１５

年（１８８２年）に、旧来の諸行事執行を時勢に

合わせて手直しを加え、今宮祭典議定書を制定し

現在の形ができあがりました。華麗な彫刻で飾ら

れたお囃子屋台が巡業するものが、全国的にも貴

重な行事であるとして、平成１５年２月２０日に

国の重要無形民俗文化財に指定されました。 
 今年の当番町は銀座１丁目の白木彫刻黒漆塗屋

台で現存する屋台としては、久保町とともに最も

古い屋台だそうです。「葡萄にリス」が前欄間から

外欄間の一部にかけて彫られ、駆けているもの、

食べているもの、子供を連れているものなど、い

ろいろなリスが配されています。また、他の各町

内独自の彫刻屋台を、細かい箇所まで見比べてい

ただくといった楽しみ方もあるので、是非足を運

んでいただきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お問い合わせ 鹿沼市観光物産協会 

        ０２８９－６０－６０７０ 

            （支局長 野澤佐江子） 

 

鹿沼ぶっつけ秋祭り 
支局かわら版

鹿沼支部 

銀座１丁目の

彫刻屋台 
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【宇都宮】 

平平成成２２４４年年度度税税制制改改正正ににつついいてて  

８月２１日（火）とちぎ福祉プラザに於いて、

宇都宮支部と宅建協会県央支部で構成された宇都

宮資産税税務研究会主催で、講師に宇都宮税務署

の佐瀬様を招き、平成２４年度宇都宮資産税税務

研究会が開催された。 

前半は税制改正について、後半は贈与税につい

て説明された。たくさんのレジュメも用意され、

少しでもわかりやすく説明しようという誠意を感

じ、大変ありがたく思う。 
まずは所得税の主な改正事項についての中で、

認定長期優良住宅新築等特別税額控除では税額控

除限度額が５０万円に引き下げられ、その適用が

平成２５年１２月３１日まで２年延長されるそう

だ。その他、上場株式等に係る譲渡損失の繰越控

除の特例、居住用財産の譲渡に関する改正など、

私たちの身近な話題をわかりやすく解説してくだ

さった。後半は「住宅取得等の贈与税の非課税」

について解説してくださった。相続等の相談の中

で住宅取得資金等の非課税制度は多く聞かれると

ころである。ポイントごとにまとめられたレジュ

メは今後の相談に活かせそうである。 
なかなか馴染めない税制であるが、約１００人

が真剣に聞き入っていた。 
（支局長 竹島尚子） 

 

福福田田富富一一知知事事をを囲囲むむ会会開開催催  

 ８月８日（水）１８：３０より、ダイニング十

五家（栃木県庁１５階）において、「福田富一知事

を囲む会」を開催しました。 

福田知事は今年秋に予定されている知事選へ

の出馬を表明されており、宇都宮支部によるその

支援活動の一環としての開催となります。 

 岸清美支部長の主催者挨拶に続き、住吉和夫元

日行連会長、諏訪利夫元宇都宮市議会議長から激

励の言葉が送られた後、福田知事より挨拶をいた

だきました。知事は、オリンピックにおける本県

出身者の活躍を称える一方、厳しい経済情勢にも

触れ、県内の行政は行政書士会その他の団体等と

共同で進めていきたい、自分たちでできることは

提案をしてもらって、行政の一角を担ってもらい

たい、との我々への期待・要望も述べられました。 

今回会場となったダイニング十五家は、条件が

良ければスカイツリーも見ることができる知事お

すすめの展望レストランです。今回は３０名の参

加者が宇都宮の夜景を楽しみつつ、知事と大いに

語り合いました。 

 （副支部長 田代昌宏） 
 

【鹿 沼】 

研研修修旅旅行行をを実実施施  

８月２０日（月）～２１日（火）にかけて、

今回初めてツアーを利用した、研修旅行を行ない

支 局 情 報 
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ました。 
 行き先は、マイカーでは行けない信州３大山岳

リゾート、上高地・千畳敷カール・乗鞍スカイラ

イン方面です。 
 参加者は、６名でありましたがツアーでしか経

験の出来ない、多くの人たちとの交流が、業務に

生かせる有意義な、研修となったようであります。 
 また、特に天候に恵まれて、下界では味わうこ

との出来ない、雄大で美しい景色や、お花畑を堪

能し、感動のひと時を楽しみました。 
 この研修旅行を機に、いい気を養い、気分を新

たにして、一層業務に、まい進できるものと思い

ます。 
（支局長 野澤佐江子） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９月を迎え、まだ暑い日が続くことが予想され

るものの、季節は秋に移り変わりつつある。 
 秋と言えば、読書の秋、スポーツの秋、芸術の

秋、と色々な「秋」があるが、私にとっての秋は、

何と言っても「実りの秋」であり、「食欲の秋」で

ある。とはいえ、私の場合の食欲は一年中である

ため、日頃から、美味しくてお得なお店の発掘や、

旅行に行く場合も「花より団子」で、寺院や歴史

あるものの観光地を探すより先に、その土地の美

味しいもの、食べたいものを調べるところから始

まる。これが、私の永遠のテーマがダイエットで

ある所以である。 
私のダイエットの歴史を振り返ってみると、高

校生の頃からだった。その頃から太りやすい体質

になり始めたのだが、一番の原因は、学生時代の

一人暮らしで、食費を少しでも浮かすため、焼肉

屋で賄いつきのアルバイトをしたことであっただ

ろう。その店は個人経営であったため、アルバイ

トも一人で、毎日の賄いは『カルビ丼』か『焼肉』。

カルビ丼は歴代アルバイトが毎日食べても飽きな

【栃 木】 

栃栃木木市市長長をを表表敬敬訪訪問問  

 ８月１日（水）鈴木俊美栃木市長への表敬訪問

を行った。松本支部長、風間副支部長、唐木田副

支部長、永島理事、白石理事の５名で訪問した。

７月から新しい在留管理制度がスタートすること

もあり、今後、栃木市在住の外国人を対象とした

無料相談会を実施したい旨の申し入れを行い、今

後は担当部署と話し合いを持つこととなった。 
（支局長 白石博章） 

 
 
 
 

い味で、今思い返しても、「また食べたい」と思う

ようなものであった…と、美味しい物のこととな

ると脱線してしまう。その後、流行したダイエッ

ト法は一通り実践してみたが、なかなか思うよう

にいかないのが現実である。乗馬マシーンに至っ

ては、元々腰痛持ちの私は、腰痛がひどくなり、

リサイクルショップを回ったが、引き取ってもら

えず、自分でごみ処理場まで持込み、料金を支払

って処分した。一番減量できたのは、３か月の入

院で、焼肉屋バイトでの増加分を戻すことができ

た時だろうか。ただ、この方法は、健康的ではな

いため、最近はカーヴィーダンスを始めてみたが、

運動不足の私が急に始めたので、身体の筋を痛め、

整形外科に行く羽目に…。現在は、ロングブレス

ダイエットに興味を持っているところだが、どう

なることやら。せめて、今以上に増加しないよう

に気を付けたいと思う。 
また、効果的なダイエット法はもちろん、美味

しいお店の情報がある方、是非ご連絡を！ 
（那須支部支局長 冨田倫子） 
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日 予  定 時  間 主  催 

2 火 業務第２グループ会議 13:30~ 業務第２グループ

3 水 産業廃棄物収集運搬業特別研修会 9:30~17:00 業務第２グループ

4 木 申請取次届出済証明書交付式 13:00~ 申請取次行政書

士管理委員会 
会計精査 13:30~ 財務経理部 
申請取次行政書士対象研修会 13:30~15:30 業務第 4グループ

5 金 正副会長会 9:30~ 総務部 
三役会 10:30~ 総務部 
総務部会 13:30~ 総務部 

7 日 三士会無料相談会（小山） 10:00~15:00 広報部 
10 水 ＴＩＡ無料相談会 10:00~ 業務第４グループ

国際業務相談事例研究定例会 13:30~ 業務第４グループ

業務第４グループ会議 15:00~ 業務第４グループ

外国人在留資格相談室（於：足利市生涯学習センター会議室） 13:00~16:00 足利支部 
11 木 編集会議 13:30~ 広報部 

財務経理部会 10:30~ 財務経理部 
会計監査 13:00~ 財務経理部 

15 月 登録説明会 10:00~ 総務部 
一般貨物自動車運送事業研修会①（全２回） 13:30~15:00 業務第 1グループ

行政書士無料相談（於：宇都宮市役所２階市民相談コーナー） 10:00~15:00 宇都宮支部 
宇都宮市国際交流協会無料相談会 

（於：うつのみや表参道スクエア５階国際交流プラザ) 

15:00~17:00 宇都宮支部 

16 火 アサーティブ・コミュニケーション 第１回 13:00~17:00 ADR特別委員会

行政評価事務所 合同相談（佐野）  広報部 
17 水 行政書士専門相談（於：小山市役所）※予約制（随時受付先

着４人 予約問い合わせ：小山市生活安心課0285-22-9282）

10:00~12:00 小山支部 

18 木 国際業務に係る実務連絡会 17:00~ 業務第４グループ

19 金 業務第３グループ会議 9:30~ 業務第３グループ

特別講演 「行政書士と事業承継・再生」  14:00~16:30 業務第３グループ

行政評価事務所 合同相談（宇都宮）  広報部 
22 月 サーバーＷＧ会議 13:30~  
23 火 法定業務研修「遺言・相続・遺産分割」第３回 13:30~ 業務第５グループ

24 水 土地利用研修会② 市街化調整区域の開発行為 13:30~15:00 業務第２グループ

行政書士専門相談 

（於：野木町老人福祉センター「ホープ館」相談室） 

10:00~12:00 小山支部 

25 木 行政書士専門相談（於：ゆうゆう館 会議室２） 

※要事前予約（定員４名 予約先：行政書士会小山支部  

髙山久 0285-53-1672） 

10:00~12:00 小山支部 

28 日 那須塩原市（旧黒磯）「巻狩りまつり」に出店 

 広告物を配布予定 

 那須支部 

市民プラザ無料相談会 

（於：うつのみや表参道スクエア５階市民プラザ) 

13:00~16:00 宇都宮支部 

31 水 登録説明会 10:00~ 総務部 

栃木県行政書士会カレンダー（１０月） 
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日行連から届いた文書の内、会員の皆様に役立つ文書の表題等を掲載いたします。文書の写し等必要な方は

事務局までご一報ください（実費）。 
 

日行連№ 受信日付 文書の表題 備考 

549 H24.8.3 日本行政書士会連合会事務局の体制について   

550 H24.8.3 「登記・供託オンライン申請システム」に関する意見募集について(お願い）   

551 H24.8.3 月刊日本行政の送付差し止めに係る対応について   

552 H24.8.3 平成24年度8月分 会費納入について(お願い）   

570 H24.8.3 「行政書士法の一部を改正する法律案 骨子」について   

事務連絡 H24.8.8 月刊日本行政10月号（№479）原稿予約と提出締切について   

573 H24.8.8 理事会の議事結果について   

578 H24.8.8 「知的資産経営に関する講習会」の開催について   

589 H24.8.10 平成24年度会長会及び常任理事会の開催について   

593 H24.8.10 単位会における法教育への取組み状況について(報告願い）   

602 H24.8.13 
一般財団法人関東陸運振興センター発行の「平成24年度版自動車便覧」の

送付について   

611 H24.8.13 
犯罪収益移転防止法の規定する本人確認等資格者に課される義務に関する

情報の日行連ホームページへの掲載について   

617 H24.8.13 建設業に係る協会けんぽへの加入と国民健康保険組合への加入について   

622 H24.8.17 
㈶行政書士試験研究センター 行政書士試験制度調査委員会への調査のご

協力について(お願い）   

623 H24.8.17 全国建設業務担当者連絡会の開催について   

629 H24.8.17 平成24年度著作権相談員養成研修及び名簿集約に係る取り扱いについて   

事務連絡 H24.8.17 平成24年度コンプライアンス研修②の実施に関する連絡事項   

610 H24.8.22 平成24年度 行政書士制度広報月間でのイベント予定について   

640 H24.8.22 平成24年度講師養成研修のDVDの送付について   

641 H24.8.22 平成24年度基礎研修（コンプライアンス研修①)のDVDの送付について   

事務連絡 H24.8.22 平成24年度コンプライアンス研修③の実施に関する連絡事項   

事務連絡 H24.8.22 
コンプライアンス研修③（8月29日開催）第一時限「業際問題」レジュメ

（カラー版）の事前送付について   

667 H24.8.24 平成24年度定時総会における代議員からの質問等に対する回答について   

657 H24.8.24 
『知的資産業務一覧』『知的資産契約マニュアル』に関する一部訂正につ

いて   

677 H24.8.29 官民からの業務受託に関する実態調査について(お願い)   

事務連絡 H24.8.31 著作権カードの送付   

687 H24.8.31 全国事務局長連絡会の開催について   

690 H24.8.31 交通事故関連業務アンケートについて（依頼）   

696 H24.8.31 平成24年度全国研修＜10月期＞の開催について   

704 H24.8.31 平成24年度ADR調停人養成研修（仙台）の開催について   

 

日行連だより 
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ＶＴ           正副会長の動き 
  
 

日 時 行 事 出席者 内 容・場 所 
8/ 1(水) 13:30～ 県警との連絡会 会長、手塚、小林 アーバンしもつけ 

14:00～ 行政書士ＡＤＲセンター埼玉 

認証取得祝賀会 

田渕 浦和ワシントンホテル 

8/ 3(金) 11:30～ 自販連との連絡会 会長、手塚、小林 自動車会館 

13:30～15:30 総務部会 青木 事実確認 

8/ 7(火) 11:30～15:00 成年後見研修 効果測定対応 押野 効果測定の実施 

8/ 8(水) 13:30～15:30 国際業務相談事例研究定例会 押野 相談事例の研究 

15:00～17:00 業務第4グループ会議 押野 事業推進について 

13:00～15:30 県、商工会訪問 会長、小林 業務第３Ｇ事業について 

8/ 9(木) 13:30～ 編集会議 押野 行政書士とちぎ8月号編集等

 社労部門会議 会長 日行連 

8/10(金) 10:00～ 新入会員オリエンテーション 会長、青木 倫理研修等 

13:30～15:30 土地利用研修会①  田渕 開発行為入門 

8/19(日)  つぶら昭人「たなばたの夕べ」 手塚 ホテルニューイタヤ 

8/20(月)  社労部門会議 会長 日行連 

13:30～17:30 広報部グループ会議 田渕 行政書士広報月間について 

8/21(火) 10:00～10:30 境界確認の立ち会い 小林 行政書士会駐車場 

8/23(木) 10:30～12:00 日本政策金融公庫訪問 会長、小林 中小企業等支援に関する覚書締結

13:30～ 栃木運輸支局訪問 手塚 研修会に関する打合せ 

8/28(火) 9:30～12:30 サーバーWG 田渕 サーバー更新に伴う各種検討 

10:30～11:30 労働局委託事業相談員説明会 会長 相談員、派遣専門家向け説明会 

13:30～15:30 森林法・産廃収集運搬業務研修会 会長、田渕 許認可申請手続きについて 

15:30～17:30 県森林課、廃棄物対策課との連絡会 会長、田渕 業務に関する情報交換 

8/29(水) 13:30～ 綱紀委員との打合せ 会長、小林 会費滞納者対応 

 
 
 
 
 
（財）行政書士試験研究センター（以下、「センター」という。）より、調査協力依頼がございました。 
＜依頼内容＞ 
 ①出入国管理業務等に関するアンケート調査 
   約１，０００名の会員を対象にセンターからアンケートが、８月中旬以降、対象者宛に郵送されます。 
 ②出入国管理業務の実務者会員（約１０名）への面談調査 
   本会より約１０名の実務者会員をセンターに推薦報告いたします。 
   後日、センターの調査委託会社より対象者宛に、面談日等を含めた連絡が入る予定です。 
 
 各単位会におかれましては、ご多忙の折大変恐縮ですが、本調査にご協力いただきますよう、所属会員に

周知願います。 
 あわせて、日行連ＨＰ（会員ページ）におきましても周知いたしますことを申し添えます。 
 

行行政政書書士士試試験験制制度度等等調調査査委委員員会会のの調調査査へへののごご協協力力ににつついいてて（（おお願願いい））
～～日日行行連連よよりり～～  

（
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栃木県農政部農政課より、農地法関係事務処理のデータの提供がありました。 
標記手引き（平成２４年７月改訂版）を掲載し、これまで掲載されていた様式を最新版に差し替えました。 

 
当会ＨＰ会員専用「各種データ」→「研修資料等」より、ダウンロードしてご利用ください。 
※営利目的の販売等は禁止いたします。 

 
 
 
 
 
 
先般より、日行連第三業務部では、会員の知的財産・知的資産業務を拡大・推進するため、『知的資産業

務一覧』及び『知的資産契約マニュアル』を発行し、各単位会を通じて著作権相談員を中心に配布いたしま

した。 

今般、その内容に一部訂正がございました。 

日行連ホームページ内「会員ページ」において掲載されています。 

 
 
 
 
 
 
県土整備部より「平成２４年度版 経営規模等評価申請及び総合評定値請求の手引」（無料）が届きました。 
ご希望の方は、事務局窓口にあります。数に限りがありますので、ご了承ください。 
郵送ご希望の方は、栃木県行政書士会の会員ホームページの会員トピックスに掲載されている申込書を 
ご利用下さい。 
なお、この手引は栃木県のホームページからダウンロードできます。 
 
 

 

２０１３年度版 行政書士手帳の頒布について ～事務局よりお知らせ～ 

 手帳の購入をご希望の方は、下記申込書にご記入の上、事務局宛にＦＡＸして下さい。 

 １．手帳の仕様 ビニールシート 黒（１６９×８３㎜）分冊方式・差込式 

         (予定表が翌年3月末までに増え、便利になりました) 

 ２．価   格  ９００円 

 ３．申 込 〆 切 平成２４年９月２７日（木） ※〆切厳守 

 ４．受 取 方 法 ①事務局に来局 ②郵送（送料別途68円かかります） 

 
 行政書士手帳 申込書（事務局ＦＡＸ：０２８－６３５－１４１０） 

支部 

 

 

 

氏名 

 
受取方法 

いずれかにレ印 

□事務局に来局 

□郵送（送料別途要） 

 
 

「「農農地地法法関関係係事事務務処処理理のの手手引引きき」」（（ＨＨ２２４４年年７７月月改改訂訂版版））のの
掲掲載載ににつついいてて                    ～～業業務務第第２２ググルルーーププよよりり～～  

『『知知的的資資産産業業務務一一覧覧』』『『知知的的資資産産契契約約ママニニュュアアルル』』にに関関すするる
一一部部訂訂正正ににつついいてて                        ～～日日行行連連よよりり～～  

「「 平平 成成 ２２ ４４ 年年 度度 版版   経経 営営 規規 模模 等等 評評 価価 申申 請請 及及 びび 総総 合合 評評 定定 値値 請請
求求のの手手引引」」がが届届ききままししたた                ～～県県土土整整備備部部よよりり～～  
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行行 政政 書書 士士 がが 代代 理理 人人 とと なな るる 場場 合合 のの 農農 地地 法法 のの 許許 可可 申申 請請 手手 続続 きき にに
つついいてて                        ～～栃栃木木県県農農政政部部農農政政課課よよりり～～  

行政書士が代理人となる場合の農地法の許可申請手続きについて 
 

平成２４年８月３０日 農政第２１７号

栃木県農政部長通知

 
行政書士が代理人となっている農地法の許可申請書については、「行政書士等の代理人による農地

法の許可申請手続きについて（通知）」（平成１５年３月１４日付け農計第８７８号）に基づき事務処

理を行っているところです。この度、栃木県行政書士会と協議の結果、下記のとおり取扱いを一部変

更することとしたため、御了知の上、今後の事務処理について遺漏のないようお願いします。 
 なお、行政書士等が行う代理申請は、あくまで許可申請の手続を代理して行うものであって、申請

に係る事業を行う意思までを代理するものではないことから、「行政書士等の代理人による農地法の

許可申請手続きについて（通知）」（平成１５年３月１４日付け農計第８７８号）は、下記以外は従来

どおりの運用とします。 
 この通知は栃木県知事が権限を有する許可申請についてのみ適用されるため、許可権限を有する市

町農業委員会については、それぞれで適切に判断されるようお願いします。 

記 

１ 行政書士法第１条の２における代理行為を業とする代理人が申請者の委任を受け農地法の許可

申請を行う場合、申請書に申請者の自署又は押印がないものについてもその代理人の記名及び押印

があれば申請を受け付ける。なお、その際においても以下の書類は必須とする。 
（１）申請者が代理人に申請手続きを委任する旨の委任状 
（２）申請者が、代理人が作成した申請書の内容を了解した上で、その内容に従って申請に係る事

業を行う旨の確認書 
 
２ この取扱いは平成２４年８月３０日以降に許可しようとするものについて適用する。 

農計第８７８号

平成１５年３月１４日

各市町村農業委員会会長 様 
栃木県農務部長 花塚 功先

 
行政書士等の代理人による農地法の許可申請手続きについて（通知） 

 
このことについて、関東農政局農村経営部農村振興課長及び生産経営部構造改善課長から別添のと

おり通知がありましたので、今後の事務処理について遺漏のないようにお願いします。 
なお、通知内容については、平成１５年４月１日付け以降の申請から実施するものとします。 

◎通知内容（概要） 
  申請行為者（代理人）と申請に係る事業を行う者（譲受人等）が異なることとなる代理申請につ

いては、代理申請であることの確認及び譲受人等が申請に係る事業を実施する意思の確認として、

申請書における申請人の自署又は押印のほか、次の書類の提出を求めるものとする。 
（１）譲受人等が代理人に申請手続きを委任する旨の委任状（別添様式例参照） 
（２）譲受人等が、代理人が作成した申請書の内容を了解した上で、その内容に従って申請に係る

事業を行う旨の確認書（別添様式例参照） 
（３）審査の過程で事業計画等の申請内容に変更が生じた場合には、更に、（２）に準じた確約書 
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以下、業務部業務第２グループより、許可申請書および委任状の記載例を紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請年月日 
平成   年   月   日 

 

農地法第５条第１項の規定による許可申請書 
 

栃木県知事                 譲渡人 
農業振興事務所  様     （賃貸人）  ○○ ○○                     

                        譲受人 
                       （賃借人）  △△  △                     
                        代理人 □□□市□□町□丁目□番□号 
                                行政書士 □□ □□ 
                                連絡先○○○-○○-○○○○ 
 
  下記によって転用のため農地（採草放牧地）の権利を（設定・移転）したいので、農地法第５条第 
１項の規定により許可を申請します。 

 
１ 当事者の氏名、住所及び職業 

フリガナ 
（カタカナ） 

 職業 

譲渡人 
（賃貸人） 

 

住 所 栃木県 電話   （  ） 

フリガナ 
（カタカナ） 

 職業 

譲受人 
（賃借人） 

 

住 所 栃木県 電話   （  ） 
 

 

 

委  任  状 

 

行政書士証票登録番号 

第********号 

栃木県□□□市□□町□丁目□番□号 

行政書士 □□ □□ 

電話番号○○○-○○-○○○○ 

 

私は、上記の行政書士を代理人と定め、下記に係る農地法第５条第１項の規定に基づく 

許可申請手続きに関する一切の権限を委任する。なお、委任者たる転用実行行為者は、代 

理人行政書士が作成した転用許可申請書の記載事項を了解した。 

 

記 

 

1.土地の表示：栃木県×××市××町×××番地×× 

2.転用の目的：○○○○ 

3.権利の内容：所有権の移転 

 

平成  年  月  日 

 

委任者 
                譲渡人 

住所 ○○市○○町○○番地 
氏名 ○○ ○○    ㊞ 

 
                譲受人：転用実行行為者 

住所 △△市△△町△番地△△ 
                     氏名 △△  △    ㊞ 
 

職印 
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～成年後見特別委員会より～ 

「成年後見研修会」開催のお知らせ 

 
11 月から来年３月まで全 10 回の予定で、成年後見研修会を開催致します。 
 
・全 10 回の受講で基礎から実務、事例まで学べます。 

・研修で使用するＤＶＤは(社)コスモス成年後見サポートセンターで製作した全国統一の内容です。 

・10 回の研修後実施する効果測定に合格すると、個人で(社)コスモス成年後見サポートセンターに入会できます｡ 
  
○日程、内容、時間 

実施回 
研修日 

（平成 24年～25 年） 
科目（内容） 

講義 

時間 

開始時刻 

終了時刻 

第１回 １１月１３日（火） 行政書士と成年後見活動（倫理） ３ 13:30～16:40
第２回 １１月２２日（木） 成年後見制度概論 ３ 13:30～16:40
第３回 １２月１１日（火） 法定後見制度の基礎と実務 ３ 13:30～16:40
第４回 １２月２５日（火） 任意後見制度の基礎と実務 ３ 13:30～16:40

第５回  １月 ８日（火） 
財産管理の実務 1.5 13:30～15:00
身上監護の実務 1.5 15:10～16:40

第６回  １月２２日（火） 
認知症に関する基本理解 1.5 13:30～15:00
知的障がい及び精神障がいに関す

る基本理解 
1.5 15:10～16:40

第７回  ２月 ４日（月） 
高齢者福祉の基礎 1.5 13:30～15:00
障害者福祉の基礎 1.5 15:10～16:40

第８回  ２月２１日（木） 成年後見制度に関わる諸制度 ３ 13:30～16:40
第９回  ３月 ５日（火） 法定後見事例研究 ３ 13:30～16:40
第 10 回  ３月１９日（火） 任意後見事例研究 ３ 13:30～16:40
効果測定  ３月２６日（火） 効果測定（テスト） 1 13:30～14:30

 ※第１回目（11/13）のみ、開講式と研修会の説明を 13:00～13:30 に実施するため、13:00 に集合願います。 
 

○会 場＝栃木県行政書士会館２階会議室 
 
○講 師＝神奈川県行政書士会 粂 智仁 講師（ＤＶＤでの講義） 
 
○受講料＝１３，０００円（30 時間の研修＋テキスト代（全 334 頁）＋効果測定料）。 

第１回の研修日（１１月１３日）に徴収致します。テキストもその日に配布します。 
※平成 21 年度以前に栃木会で実施した成年後見研修会（初級・中級）を修了されている方も 

コスモス成年後見サポートセンターに入会するには、この研修を修了する必要があります。 
 
○申込み＝下記の申込書に必要事項を記入の上、事務局宛にＦＡＸでお申し込み下さい。 
     申込みは１０月３１日（水）まで。テキスト発注の都合で締切日以降は受付不可。 
     また、途中回からの申し込みは受け付けていません。 
 

（申し込み締切日＝10/31・FAX 送信先＝028-635-1410） 

「成年後見研修会」（H24.11～）参加申込書 

平成   年   月   日 
 
 

 支部名：              会員名：                      
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～業務部第５グループより～ 

１０月の「遺言・相続・遺産分割」法定業務研修会 

全４回で実施しております法定業務研修会の１０月の開催は、予定通り以下の日程で実施します。

受講者の方はテキストを忘れずにご参加下さい。 
 ○１０月の日程、内容、時間 
実施日 該当回（全１２時限） 科目（内容） 時間 

２３日 
（火） 

７時限目 相続財産の範囲の確定 13:30～14:30 

８時限目 遺産分割 14:30～15:30 

９時限目 遺留分減殺請求 15:30～16:30 

一般貨物自動車運送事業研修会①（全２回）     業務部 第１グループ主催

○開催日時 

平成２４年１０月１５日（月）１３：３０～１５：００ 

○開催場所 

栃木県行政書士会館２階 

○研修内容 

①一般貨物自動車運送事業許可申請における留意点 

②許可取得後の手続 

○講  師 

関東運輸局 栃木運輸支局 企画輸送監査担当者 

○テキスト代 

５００円 

アサーティブ・コミュニケーション  第１回      ADR特別委員会主催 

○開催日時 

平成２４年１０月１６日（火）１３：００～１７：００ 

○開催場所 

栃木県行政書士会館２階 

○研修内容 

アセスメントミーティング（紛争解決手段）の１つに、アサーティブ・コミュニケーション

という手法があります。これは、自分も相手も尊重した上での自己主張・自己表現の方法を学ぶ

ことによって、より良い人間関係を築いていこうとのものです。 
メディエーション・傾聴トレーニングに続いて、アサーティブ・コミュニケーションを学び、

更なるスキルアップを図り、ADR だけに留まらず、広く日常業務に生かしていただければ幸い

です。 
○講 師 

行政書士 土方 美代 

○受講料 

５００円 

※場所は行政書士会館２階会

議室。 
※途中回からの申し込みは 

受け付けておりません。 
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 広報部よりお知らせ 

土土地地利利用用関関係係業業務務取取扱扱いい行行政政書書士士名名簿簿作作成成ににつついいてて  

 この度、広報部制度推進グループでは、業務推進を図るために、土地利用関係業務取扱い行政書士

名簿を作成することとなりました（今年度中を予定）。 
 土地利用業務は広範に亘り、しかも深浅がありますので、その区分には苦慮致すところであります

が、以下のように区分し、ＰＲに努めたいと考えております。 
 
 ①設計資格者（都市計画法第３１条の規定する設計資格者） 
 ②実務経験者（都市計画法、農地法別実務経験年数等を表示） 
③研修会修了者（次の業務部第２グループ主催研修会を３回全て修了した者） 

平成 24 年 10 月 24 日（水） 土地利用研修会② 市街化調整区域の開発行為 
平成 24 年 12 月 14 日（金） 土砂の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生防止条例研修会 
平成 25 年 01 月 25 日（金） 土地利用研修会③ 土地分譲の開発行為 

 ※「①設計資格者」「②実務経験者」での掲載を希望される場合は「③研修会修了者」向け研修を

受ける必要はありません。 
 その他、他の資格保有状況（土地家屋調査士・測量士・建築士・司法書士等）も掲載予定です。 
 なお、この名簿は希望者のみの掲載とし、作成した名簿は会のＨＰ等に掲載し、業務開発の啓発活

動等に利用する予定です。掲載申込の募集は対象研修会が全て終了した後となります。ご協力をよろ

しくお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土地利用研修会② 市街化調整区域の開発行為   業務部 第２グループ主催 

○開催日時 

平成２４年１０月２４日（水）１３：３０～１５：００ 

○開催場所 

栃木県行政書士会館２階 

○研修内容 

専用住宅（いわゆる分家住宅）の申請他 

○講  師 

行政書士 稲葉昌俊 

○受 講 料 

５００円 

○テキスト 

 「栃木県開発許可事務の手引き（平成24年 4月）」栃木県県土整備部発行を使用します。 

  お持ちの方は、研修会当日、忘れずにご持参ください。 

  お持ちでない方は、事務局でまとめて購入しますので、研修会申込書のテキスト欄に 

○をつけてお申し込み下さい。 

テキストは研修会当日に代金引換でお渡しします。（1冊９１０円） 

また、この手引きは、栃木県庁県民プラザ、県内各地の県地方合同庁舎の生協売店で 

購入できるほか、栃木県のホームページからダウンロードすることもできます。 

 

※この研修会は、土地利用関係業務取

扱い行政書士名簿に「研修会修了者」

として掲載を希望される場合、受講が

必須となります。 
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研修会申込書 
申込欄に○を付けＦＡＸ願います。（ＦＡＸ：０２８－６３５－１４１０） 

研修名 受講料 申込〆切 申込 ﾃｷｽﾄ申込 
昼食 

\500 程度

１０／１５ 一般貨物自動車運送事業研修会① 
ﾃｷｽﾄ代 

500円 
10/10  － － 

１０／１６ 
アサーティブ・コミュニケーション

第１回 
500円 10/11  －  － 

１０／１9 

特別講演 

行政書士と事業承継・再生 

※講演の案内は本誌裏表紙に掲載 

－ 10/15  － － 

１０／２４  
土地利用研修会② 

市街化調整区域の開発行為 
500円 10/17   － 

 

支部名  
氏 名

 

ＦＡＸ  

 

福福利利厚厚生生旅旅行行～～東東北北応応援援ツツアアーー～～  

 
９月８日（土）佐野市の午前６時出発を皮き

りに、バスで一路仙台に向かいました。 
「キリンビール仙台工場」を見学、併設の「キ

リンビアポート仙台」にて食事、「武田の笹かま

ぼこ工場」を見学し、「塩釜港から松島港までの

遊覧船」という日程でした。 
１０分ほど遅れてキリンビール仙台工場に到

着、ビールの醸造過程をキリンビールの宇佐美

さんにご説明いただきました。一番しぼりとラ

ガービールの製造方法の違い、またキリンのラ

ベルの歴史など、皆さん興味深く聞いておられ

ました。 
食事は宮城蔵王和豚のビールしゃぶしゃぶ、

その名とおりビールを鍋に注ぎ入れそれでしゃ

ぶしゃぶとする変わった鍋でしたが、豚の甘み

が引き出され大変おいしくいただくことができ

ました。 
キリンビール仙台工場、武田のかまぼこ工場、

塩釜港は東日本大震災において、甚大な津波被

害を受けた場所です。ビール工場では、高いと

ころで２ｍもの津波が押し寄せ、稼働が再開で

きたのが昨年９月、工場見学を再開できたのが 
昨年１１月だったそうです。また、遊覧船の

中では前年のチリ地震の津波、そして今回の震 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

災の津波で、２年連続カキの養殖のイカダが流

されたが、今年は無事産卵したとのことを伺い

ました。松島は津波があったとは思えないほど

穏やかな海でしたが、やはり瑞巌寺の杉並木の

殆どが海水に浸かってしまったようでした。 
いずれの場所も、私の目には元通りといって

良いほどの復旧がなされていて、地元の方々の

ご努力が偲ばれましたが、道すがら積み重ねら

れたままの車、がれきの山、手つかずの田んぼ

を見ると、ここはまさにその津波被害の中心で

あったことを思い起こさせられました。 
ビール工場ではできたてビールの試飲、遊覧

船ではカモメに餌を与えたり、バスの中では歓

談が繰り広げられ、楽しく無事に旅を終えるこ

とができました。貸切バスの会社からの情報で

は９００キロを走ったということでした。皆様

大変お疲れさまでした。 
（総務部理事 一戸養子） 

募 集 
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【退 会】 

支 部 氏 名 退会年月日 備 考 支 部 氏 名 退会年月日 備 考 

佐 野 柿沼 善一 H24.8.9 廃 業 宇都宮 保田 稔 H24.8.31 廃 業 

 
【変 更】                             

支 部 氏 名 変更事項 変 更 内 容 

宇都宮 沼田龍之助 電話番号 028-666-0503 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木県行政書士会員の動き

編

集

後

記

（栃木県行政書士会員の購読料は会費の中に含まれます）

（平成 24年 8月 31 日現在）

行政書士とちぎ９月号 №429 

発行人  栃木県行政書士会 会長 須永 威 
〒320-  宇都宮市西一の沢町１番 22号 
 0046  電 話 028-635-1411（代） 
     ＦＡＸ 028-635-1410 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ gyosei-totigi@mail.gt9.or.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.gt9.or.jp/gyosei 
編 集  広報部 
定 価  250 円 
印刷所  有限会社 高久印刷 

今年は、異常気象を思わせるように、残
暑も厳しいようですが、９月ともなると、
どこからともなく、秋の気配が伝わってま
いります。 
 もう来年の、カレンダーを企画する時期
となってまいりましたが、部員一同暑さに
めげずに、広報活動に頑張っております。
 皆様も気候に負けずに、業務に精進して
ください。私たちも努力を惜しみません。

（広報部副部長 山ノ井 一男）

 

 
 

行政書士とちぎ８月号 P.22 の産業廃棄物収

集運搬業特別研修会のお知らせに掲載した開

催日時の曜日に誤りがありました。 

お詫びして訂正いたします。 

 

 【誤】平成 24年 10 月 3日（金）  

 【正】平成 24年 10 月 3日（水）  

 

 
栃木会の申請取次行政書士の動向 

 

  新規申出（８月）         ０名 

  更新申出（８月）         １名 

  申請取次行政書士（８月末現在） ９７名 
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